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　したがって，学生が Al in Englishの授業を集中して継続的に受ける機会としては，短期海外
研修が初めてであることが多い。もちろん，大学における英語の授業でネイティブ教師による Al 
in Englishの授業を受けることも考えられるが，短期海外研修のように１日何時間も集中的かつ
継続的に Al in Englishの授業を受けるという経験は極めて特殊な経験であり，その経験が学生
の情意的側面に与える影響について調査することは意義があると考える。







to communicate in L２：これ以後 WTC）は，英語使用不安が低いほど高くなるという調査結果を
報告している。これらの研究のほとんどはホームステイ体験と教育機関での授業という形態の短
期海外研修を扱ったものであり，本調査も同様であるが，本調査では現地の大学での Al in 
安田女子大学紀要　４０，１９–２６　２０１２.
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Ⅰ．　研 究 の 目 的
　本研究は，短期海外研修での Al in Englishの授業が学生の情意的側面に与える影響について
調査することを目的とし，次の３つのリサーチ・クエスチョンを設定した。
①　短期海外研修での Al in Englishの授業に対しての学生の肯定的評価と否定的評価にはど
のようなものがあるか。
②　短期海外研修での Al in Englishの授業に対しての学生の肯定的または否定的評価が，学
生の英語力で変わるのかどうか。









ンド大学（University of Southern Queensland）で授業を受けるというものである。授業は




２．　調 査 方 法
　情意的側面の調査としては，海外研修の事前・事後に質問紙調査（４件法）を実施した。
　英語力の調査としては，海外研修の事前・事後に TOEICの Practice Test（事前・事後で異な
るもの）を実施した。







１．　短期海外研修での Al in Englishの授業に対しての学生の肯定的評価と否定的評価
１．１　肯定的評価
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表１　Al in Englishの授業に対する肯定的評価
平均４３２１ア　ン　ケ　ー　ト　項　目




























中力が持続せず疲れてしまう」は Al in Englishの授業に慣れていないことと学生の総合的な英
語力がそれ程高くないことが原因だと考えられる。




の方が Al in Englishの授業の評価に大きく影響するということを示唆していると考えられる。
３．　短期海外研修での Al in Englishの授業を受ける前後における学生の情意面の変化
　表３と図１に見られるように，短期海外研修の前後で学生の情意的側面において大きな変化が









































































学生が Al in Englishの授業を受ける最初の機会となる可能性が極めて高いという日本の英語教
育の現状を鑑み，次の２点をまとめとして示唆する。
　まず，短期海外研修での Al in Englishの授業が学生の情意的側面に与える影響としては，リ
スニング力などの音声的技能，コミュニケーション・ストラテジー，WTC，学習意欲の向上と英
語使用不安の低下が学生によって認識されることが確認され，英語がより好きになり，日本では








を授業で出したりなどの実践に即した授業形態が Al in Englishの授業の評価をより高めたと考
えられる。その意味では，海外研修での英語学習は学生が最も効果を感じる可能性が高い学習形
態であり，教師の人選とともに授業内容も海外研修ならではの工夫を凝らすことが重要である。
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